
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

 

 

 



各学年の実践

６年生
単元名 およその面積と体積「およその面積と体積を求めよう」

ねらい 学習した内容を活用し、地図上のおよその面積を求めることができる。

成果と課題今回、要小学校のおよその面積を求めたが、児童の興味・関心は高まっていたように感じた。自力

解決では、タブレットPCを使って考えることで、何通りもの形に見立てることができた。話合い

活動の際、ペイント機能を活用しながら説明することで、相手に分かりやすく伝えることができた。

しかし、タブレットPCとノートを併用すると、ノートの記述までできる児童とそうでない児童が

いた。さらに、今後は、授業の積み重ねをどのように記録していくかが課題である。

指導講評

豊島区教育委員会指導課指導主事一木喜美様より

どのクラスも落ち着いて授業に取り組んでいて、児童がタブレットPCの操作に慣れていたのが印象的だった。導入の際、

大型テレビを活用していたが、「児童の気持ちを揺さぶること」や「児童が必要感を感じられること」などが大事である。そ

のために、問題の提示方法や児童の興味・関心が高まるストーリーを作るなど仕掛けがあってもよかった。また、問題解決

で大切なことは、「一人一つ以上の考えをもたせて、次の集団検討に臨むこと」である。導入、展開などでタブレットPCを

活用する時には、目的を明確にさせることが課題である。

１年生
単元名 ひきざん

ねらい １１～１８から１位数をひく繰り下がりのある減法計算で、減数を分解して計算する方法（減々法）があること

を知り、計算の仕方についての理解を深める。

成果と課題導入の場面でケーキの画面を大型テレビに投影したことで、児童が本時の学習についてイメージすることが

できた。また、タブレットPCを用いることで、考えに至った過程が可視化できたり、２つの考え方を大型テレビ

に投影することで、考え方の違いを比較したりすることができた。大型テレビの画像を指し示しながら自分の

言葉で考えを説明する経験の場を増やしていくことが課題である。

２年生
単元名 かけ算(２)「九九をつくろう」

ねらい 乗法九九を総合的に活用して、ものの数の求め方を、かけ算を用いて解決できるように工夫して考

え、説明することができる。

成果と課題導入部分では、チョコレートを題材にオクリンクでアレイ図を配信したことで、児童の興味・関心

を高めることができた。また、ペアや全体で考えを共有する際にタブレットPCを活用したことで、

友達の考えを視覚的に捉えたり、さまざまな考え方を比較したりすることができたことは効果的で

あった。今後は自力解決や発表の際にノートとタブレットPCをどのように併用していくかが課題

である。

算数科と ICT 活用を通して

３年生
単元名 分数「分数を使った大きさの表し方を調べよう」

ねらい 単位分数の個数に着目して分数を用いた長さの表し方を考える。

成果と課題導入部分では、ロールケーキを題材に用いたことで、児童の興味・関心を高めることができた。習

熟段階に応じて、使用するICTのアプリを変えたことが、Aグループは主体的に取り組み、思考力

を高めること、Bグループは単位分数の考え方をより定着させること、Cグループは分数の基礎を

確認することの、それぞれに対して効果的な手立てとなった。場面によって分数を円形で捉えたり、

棒状で捉えたりしたため、前時と本時の学習がつながりにくかった。学習のつながりを意識した教

材精選が課題である。

４年生
単元名 計算のきまり「計算のやくそくを調べよう」

ねらい ドットの数の求め方を図や式に表したり、図や式から考え方を読み取り説明したりすることがで

きる。

成果と課題 ICTを活用することで、視覚的にわかりやすく問題の把握ができた。また、直接操作することで、

児童が主体的に問題解決に取り組み、様々な考えをもつことにつながった。大型テレビに投影し

ての発表は、画用紙等のアナログ教材よりも思考過程を示すことができると考える。ICTを効果

的に活用した集団検討の方法を考えることが課題である。

５年生
単元名 四角形と三角形の面積「面積の求め方を考えよう」

ねらい 三角形の性質に注目し、面積の求め方を考え、説明することができる。

成果と課題 学習探検ナビを活用することで、考えを何種類も書くことができ、多様な考えに気付くことがで

きた。また、思考の順番が目に見える形として画面に出てくるので、児童が面積の求め方を考え

るときに有効な手立てとなった。タブレットPCの使用方法について児童の技術力に差があるた

め、他の教科と関連しながら技術面を高めることが課題である。

すずかけ学級
単元名 ①「とけい」 ②「3つの数の計算」 ③「お金の学習」 ④「１００より大きい数」

ねらい ①時計の長針は「～分」を示すことを知る。

②３つの数のたし算とひき算混合の式の表し方や計算の仕方が分かる。

③お金の種類（硬貨・紙幣）を知り、ちょうどの金額を出すことができる。

④１００のまとまりを作って数えることができる。

成果と課題 タブレットPCの活用は、児童の意欲が高まり、主体的な活動につながっていた。児童の実態に

合った有効な活用方法を考えていくことが課題である。



研究アンケートから児童の声 

〇タブレットPCを使うことで、自分でまとめた意見をお互いに共有できるのがよいと思った。友達の意見を

大型テレビに映すことによって理解しやすかった。 

〇いつもより分かりやすく、理解がしやすかった。意見を伝えるとき、タブレットPCがとても役に立った。 

〇ミライシードなどで習ったことを復習できたのでよかった。 

〇タブレットPCを使うことによって拡大したり書き込んだりすることができ、ノートではできないことばかりで

楽しかった。 

△大型テレビから離れている席の人からは、小さい文字や小さい資料が見えにくかった。だから、その部分

を拡大するとよかった。 

一人１回授業実践の取組 

①算数科でICTを活用し、学びを深めることを目標に授業を実践する。 

②授業後にミニ協議会を開き、振り返りを行う。話合いが活発になるよう、参観するコースと授業を見る視

点をあらかじめ設定する。 

環境と使用アプリ 

まとめ

・算数科とICTを用いた授業実践を行うことで、教師や児童のICT活用の場面が増えた。 

・オクリンク、ムーブノート、学習探検ナビなどのアプリを活用した授業実践を見合うことで、ミライシードの活

用方法を共有することができた。 

・ミニ協議会を開き、振り返りを行い、次の授業へつなげる取組を実施した。学んだことを日々の授業に生

かしていく。 

発表ノート オクリンク パワーポイント

学習探検ナビ カメラ機能有線接続

豊島区立 要 小学校 


